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過
去
に
ヒ
ト
が
感
染
し
た
こ
と

の
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
こ
と
で
す
。　

　

２
月
時
点
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

過
去
に
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
約　

年
〜　

年
ご

１０

４０

と
に
発
生
し
世
界
的
な
流
行
を
引

き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
の

「
香
港
か
ぜ
」
か
ら
す
で
に
約　
４０

年
経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
判
断

し
、
世
界
各
国
に
対
し
て
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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○
感
染
予
防

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
通
常

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
、

感
染
し
た
人
の
く
し
ゃ
み
、
咳
や

つ
ば
な
ど
と
と
も
に
放
出
さ
れ
た

ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
（
飛

ま
つ
感
染
）
及
び
、
そ
う
し
た
飛

ま
つ
に
触
っ
た
手
な
ど
を
介
し
て

体
内
に
と
り
こ
む
こ
と
（
接
触
感

染
）
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
そ

こ
で
感
染
予
防
の
た
め
次
の
こ
と

か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

���������

①
手
洗
い
、
う
が
い
を
徹
底
し
、

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
。

②
十
分
な
休
養
を
と
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
る
。

【
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
マ
ス
ク

を
せ
ず
に
咳
・
く
し
ゃ
み
を
す
る

と
、
し
ぶ
き
と
共
に
ウ
イ
ル
ス
が

２
か
ら
３
ｍ
飛
ぶ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
周
囲
の
人
に
感

染
さ
せ
な
い
た
め
に
も
「
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〈
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
〉

①
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
に
は
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ

え
、
周
り
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け

ま
し
ょ
う
。

②
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ

に
フ
タ
付
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し

ょ
う
。

③
咳
・
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
の

あ
る
人
は
マ
ス
ク
を
正
し
く
着
用

し
、
感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。��
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○
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
、

政
府
や
自
治
体
が
発
表
す
る
最
新

の
情
報
を
正
確
に
収
集
し
ま
し
ょ

う
。

○
感
染
を
避
け
る
た
め
に
で
き
る

限
り
外
出
を
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

こ
と
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
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○
食
料
品
・
薬
品
・
日
用
品
の
備

蓄
　

最
低
で
も　

日
間
、
で
き
れ
ば

１０

２
〜
３
週
間
分
の
食
料
品
・
薬
品

・
日
用
品
を
買
い
置
き
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

問
健
康
課
��
７
２
５
・
５
４
７
１

　

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
に
生
き
が
い
を
感
じ
な
が

ら
充
実
し
た
毎
日
を
送
れ
た
ら
ど

ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
今
は
仕
事
や
職

場
に
強
い
不
安
、
悩
み
、
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
労
働
者
が
年
々

増
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
最
悪
の
結
果
と
し
て
、
平
成

　

年
以
降
毎
年
３
万
人
以
上
の
自

１０殺
者
が
続
き
、
な
か
で
も
働
き
盛

り
の　

代
か
ら　

代
の
増
加
が
目

３０

５０

立
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
に
追
わ
れ

睡
眠
時
間
の
短
縮
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
心
身
の
疲
労
が
積
み
重
な
る

毎
日
が
続
く
と
、
仕
事
の
課
題
が

消
化
し
き
れ
ず
、
達
成
感
を
得
る

こ
と
も
な
く
不
全
感
だ
け
が
残
り

ま
す
。
つ
い
に
は
無
力
感
、
挫
折

感
に
打
ち
の
め
さ
れ
、
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
い
ま

す
。
ま
た
職
場
で
は
人
間
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
希
薄
化
、
孤
独
化
な
ど
も
多

く
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
レ
ス
は
、
う
つ
病
、
適
応
障

害
、
不
安
障
害
（
パ
ニ
ッ
ク
発

作
）
、
睡
眠
障
害
、
心
身
症
、
摂

食
障
害
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
こ
ろ
の
病
気

を
誘
発
し
ま
す
。

　

職
場
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
生
じ
る

代
表
的
な
こ
こ
ろ
の
病
気
に
う
つ

病
が
あ
り
ま
す
。
う
つ
病
の
初
期

症
状
は
疲
れ
や
す
さ
、
だ
る
さ
、

不
眠
、
食
欲
不
振
、
あ
る
い
は
突

然
の
不
安
や
過
呼
吸
発
作
、
神
経

の
過
敏
、
原
因
不
明
の
か
ら
だ
の

不
調
な
ど
が
続
く
こ
と
も
少
な
く

な
く
、
必
ず
し
も
う
つ
病
の
特
徴

的
な
症
状
が
初
期
か
ら
現
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

　

仕
事
上
で
ミ
ス
が
多
く
な
っ

た
、
作
業
能
率
や
集
中
力
、
判
断

力
が
低
下
し
た
、
喜
怒
哀
楽
の
感

情
が
乏
し
く
な
っ
た
な
ど
、
い
つ

も
の
自
分
と
明
ら
か
に
違
う
と
自

覚
し
た
ら
、
職
場
の
健
康
管
理
部

門
の
担
当
者
や
近
く
の
心
療
内

科
、
精
神
科
に
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
早
期
発
見
、
早
期
対
処
が

こ
こ
ろ
の
健
康
を
早
期
に
回
復
さ

せ
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
の
な
い
仕
事
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
に
い
か
に

対
処
し
て
い
く
の
か
が
大
切
で

す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
ス
ト
レ
ス
解
消
の

た
め
に
、
趣
味
や
旅
行
な
ど
気
分

転
換
を
は
か
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
あ
ま
り
無
理
を
せ

ず
時
間
的
に
少
し
で
も
ゆ
と
り
を

も
っ
た
働
き
方
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

職
場
の
ス
ト
レ
ス
と

職
場
の
ス
ト
レ
ス
と

こ
こ
ろ
の
病
気

こ
こ
ろ
の
病
気

健康�
　メモ�
（町田市医師会）�

　

町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
の
設
立
を
記
念
し
て
、
同
協

会
と
旧
白
洲
邸
武
相
荘
の
地
元
町

内
会
と
の
協
働
に
よ
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

白
洲
次
郎
氏
・
正
子
氏
を
よ
く

知
る
人
た
ち
が
当
時
を
語
り
ま

す
。

日
３
月　

日
（
祝
）
午
後
２
時
〜

２０

４
時

内
町
田
市
能
ケ
谷
神
社
お
囃
子
連

に
よ
る
お
囃
子
、
牧
山
圭
男
氏

（
旧
白
洲
邸
武
相
荘
館
長
）
に
よ

る
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
（
裏
谷
戸
の
が
き
っ
子
か
ら

見
た
パ
パ
と
マ
マ
）

場
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
５

Ｆ
「
け
や
き
」

定
２
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

費
３
０
０
円

申
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
講

演
名
・
参
加
者
の
氏
名
（
２
人
ま

で
）
・
住
所
・
連
絡
先
を
明
記

し
、
３
月
２
日
午
前
９
時
〜　

日
１６

に
町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
設
立
準
備
室
（
�
７
２
４
・

１
９
５
２
、
Ｅ
メ
ー
ルk

z
to
k
u
o

@
lio
n
.o
c
n
.n
e
.jp

）
へ
。

問
町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
設
立
準
備
室
��
７
２
４
・
１

９
５
１
、
町
田
市
産
業
観
光
課
��

７
２
４
・
２
１
２
８

町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

設
立
記
念
講
演
会

設
立
記
念
講
演
会

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�




�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　１９４５年（昭和２０年）３月１０日、東京大空襲で１０万人ともいわれ
る尊い命が失われました。東京都では、平和国家日本の首都とし
て、戦争の惨禍を再び繰り返さないことを誓い、３月１０日を「東
京都平和の日」と定めています。
　市では、次のとおり一分間、防災無線でチャイムを放送しま
す。
　東京大空襲をはじめ戦災の犠牲者のめい福と世界平和を願っ
て、黙とうを捧げましょう。
○東京都平和の日　３月１０日（午後１時から）

問企画調整課��７２４・２１０３
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「町田市高齢社会総合計画
の基本的な考え方（第４次
改定素案）」

ご意見ありがとうございました

　「町田市高齢社会総合計画（高齢者福祉計画・介護保険事業計
画）」の策定にあたり、貴重なご意見をお寄せいただきありがとう
ございました。ご意見は計画の策定の参考とさせていただくほか今
後の施策の参考にさせていただきます。

問高齢者福祉課��７２４・４０４８

市の考え方ご意見の概要

　第４次計画は、①高齢者の社会参加・
生きがいづくりの推進②介護予防重視型
システムの充実③高齢者の尊厳ある暮ら
しの推進④住み慣れた地域での生活継続
の推進⑤安心した生活のための仕組みの
推進の５項目に沿って高齢者福祉を進め
ていきます。

　第４次計画は高齢者にとって、温かみ
のある計画であってほしい。

　健康づくりや介護予防は、高齢者だけ
でなく家族も含めた若い世代や元気な時
からの取り組みが重要と考えます。ご意
見はより効果的に介護予防の普及・啓発
を進めていくうえで、参考にさせていた
だきます。

　介護予防プログラム参加について、あ
まり周知されていない。家族への働きか
けも効果的だと思う。広報を含め周知方
法の検討を。

　地域包括支援センターを地域づくりの
拠点とし、民生委員、町内会・自治会、
老人クラブ、協力員・協力機関などの活
動により高齢者の見守り支援を進めてい
ます。ご意見は今後も見守り支援の仕組
みづくりをさらに進めていくうえで、参
考にさせていただきます。

　地域包括支援センターを活動拠点と
して、コーディネーターを配置し、地域
ぐるみでネットワークをつくること。

　現行の７段階を９段階１０区分に見直し、
所得に応じた設定を行っていきます。

　所得に配慮した介護保険料の段階設
定を。

○意見の募集期間　　２００８年１２月１９日（金）～１月１９日（月）
○応募者数　３３人、６団体
○ご意見の内容　１０７件／第４次計画（案）全体について１３件／介護保険事
業について１１件／介護保険以外の生活支援等事業について１７件／第４次計
画の重点的な取り組みについて５３件／介護保険サービス見込み量について
４件／その他９件

○ご意見の概要と市の考え方をいくつかご紹介します。なお、詳細は町田市
ホームページをご覧下さい。

　また、高齢者福祉課（本庁舎２階）のほか次の窓口でも資料を配布してい
ます。
　高齢者福祉課分館（健康福祉会館分館）、市民相談室（市役所本庁舎１
階）、市政情報やまびこ（市役所中町分庁舎１階）、市民協働推進課（町田
市民フォーラム３階）、各市民センター、木曽山崎・玉川学園文化の各セン
ター、各市立図書館、町田市民文学館、各地域包括支援センター、各高齢者
福祉センター


